
　　 エリート 取扱い手順①

清水タンクに水を入れる

準
備

ホースや留め金の確認 フィルター、ガスケットの確認 回収タンク内の汚水の確認 清水タンクのドレーンを確認

①各ホースが確実に接続されているか確認する。
②本体の上下を固定する4個の留め金かかってい
るか確認する。

①フィルターにゴミ等が付着していないか確認す
る。
②透明ドームのガスケットに損傷やゴミの付着が
ないか確認する。

汚水が残っていたらドレーンホースの
バルブを開いて投棄する。

清水タンク下のドレーンバルブが閉
まっている事を確認する。古い水や洗
剤を捨てるには、バルブを開いて捨て
る

ドレーンバルブが閉まっている事を確
認したら、清水タンクに水又はぬるま湯
（50℃以下）を入れる。

バキューム、ブラシスイッチＯＮ

作
　
業
　
の
　
開
　
始

バキューム、ブラシスイッチを押し「1」
の位置にする。

汚水の投棄

ウォンドを接地させる ブラシを接地させる もし、作業中にブラシが止まったら ポンプスイッチＯＮ

ウォンド昇降ペダルを操作してウォンド
を接地させる。

ブラシ接地圧調整ノブを引きながら回し
て、ブラシを接地させる。左に回すほど
接地圧が強くなる。

ひもなどが絡んでいないか確認した上
で、ブラシ接地圧調整ノブを右に緩め、
このブレーカーを押し込んで復帰させ
る

電源プラグをコンセントに差し込む。
ポンプスイッチを押し「－」の位置にす
る。

水を補充した時は、同時に回収タンク
の汚水を投棄する。

吐出スイッチＯＮ 作業開始 吐出水量の調整 水の補充

吐出スイッチを押し下げると水のスプ
レーが始まる。

吐出スイッチを押しながら本体を前方
に押して進むと、濯ぎ洗い作業が開始
できる。

調整ダイヤルでスプレーの吐出水量を
調整する。＋側に回すと水量が増え、
－側に回すと水量が減る。

作業中に水が無くなった時は直ちに作
業を中止し、電源プラグを抜いてから
清水タンクに水を補充する。

＊この取扱い手順書は、通常使用時の項目を抜粋したものです。

安全に関わる項目や使用上の注意事項や取り扱い方法の詳細は、必ず取り扱い説明書本編を参照願います。
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　   エリート 取扱い手順②

電源プラグは抜いておく。
3個のナットを緩め、ブラシホルダーを
外す。

水
が
出
な
い

、
ま
た
は
弱
い
時
に
は

ストレーナーの清掃 ノズルの清掃

清水タンク内のストレーナーを引き出
し、付着しているゴミ等を取り除く。

ノズルパイプストッパーを回して解除す
る。

ノズルクイックカプラーをひねり、ノズル
を取り外す。

取り外したノズルの穴を清掃し、元に戻
す。

バキュームスイッチＯＦＦ 清水タンク内の水を投棄する

一旦電源プラグを接続し、ポンプスイッチを
「＝」の位置にし、ポンプ、ホース内の水を
排出する。水が出なくなったらスイッチを「0」
に戻す。

ブラシを引き抜く。 ブラシを洗浄し、絡みついた綿埃や繊
維等を取り除いた後、元に戻す。

①ブラシスイッチを「0」の位置にしてブ
ラシを停止させる。
②ポンプスイッチを「0」の位置に戻す。

ブラシ接地圧調整ノブを右いっぱいに
セットし、ブラシを非接地にする。

ウォンド昇降ペダルを踏み込み、ウォン
ドを上昇させる。

バキュームスイッチを「0」の位置にして
バキュームを停止させる。

電源プラグを抜き、清水ドレーンバルブ
を開いて水を投棄する。

回収タンクの汚水を投棄し、回収タンク
内を洗う。

ポンプ、ホース内の水の排出 汚水を投棄する ブラシを外して清掃する

作
業
が
終
了
し
た
ら

ノズルパイプを取り外す。

ブラシ、ポンプスイッチＯＦＦ ブラシを上昇させる ウォンドを上昇させる
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